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起 案 用 紙起 案 用 紙

本文

１　趣旨

　　平成29年９月28日に外務省在外公館課営繕室より依頼のありました、平成25年度水道

　研究発表における「特定の電磁波を応用した防錆装置による配水管における残留塩素減

　少防止効果の検証」論文の提供依頼について、施行案のとおり回答いたします。

２　施行案

 　 回答文

３　施行資料

    (別紙)平成25年度水道研究発表論文「特定の電磁波を応用した防錆装置による配水

　管における残留塩素減少防止効果の検証」

４　添付資料

 (1)　依頼文

 (2)　回答メール本文





水 維 第 4 8 2 号  

 平成 29 年 10 月５日  

外務省大臣官房在外公館課 
営繕監理官  鹿屋真一郎 様 

  横浜市水道事業管理者      
水道局長 山 隈 隆 弘  

（公 印 省 略）  
 

 

平成 25 年度水道研究発表における「特定の電磁波を応用した防錆装置による配水管 

における残留塩素減少防止効果の検証」論文の提供依頼について(回答) 

 
 

時下、貴職におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

また、日頃より、本市水道事業にご理解、ご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

さて、平成 29年９月 28日に依頼のありました標記の件につきまして、別紙のとおり

回答いたします。 

なお、本論文については、あくまで特定の電磁波を応用した防錆装置を配水管に設置

し検証を行い、その条件下においては残留塩素濃度の減少が改善されたという結果を報

告したものであり、製品の防錆効果を報告したものではありません。 

ご不明な点がありましたら、下記担当までお問い合わせください。 

 
 
 
 
 
 
 

〒２３１－００２３          

横浜市中区山下町２３番地       

日土地山下町ビル           

横浜市水道局 給水サービス部 給水維持課 

 給水維持係 担当  佐川、和田  

   

TEL    ０４５－６３３－０１７４ 

FAX    ０４５－６６４－６７３９ 

E-mail   su-kyusuiiji@city.yokohama.jp 
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